
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月３０日～１０月２日に東京ビックサイト南展示棟で開催された「ジャパン・インターナショナル・ 

シーフードショー」において、当市場の水産卸２社が、山梨のブラント魚「富士の介」を紹介しました。 

昨年のデビューから間もない富士の介でしたが、「各社からの問い合わせも多く、今後に期待がもてそう

だ！」と、なかなかの反応だったそうです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日増しに秋の気配を色濃く感じるようになりました。秋の味覚の中で、山梨で身近な山の幸といえば、きのこ

ではないでしょうか？ 今年のきのこの状況をお伝えしたいと思います。 

 

 

 

Q．まず、気になる天然きのこの生育状況ですが、今年はどんな状況でしょうか？ 

A．猛暑と降水量不足の影響からか、今年はとても厳しい状況で、山にきのこが少ないです。 

Q．きのこの王様マツタケの流通状況はどうでしょうか？ 

A．国産天然ものは本当に壊滅的です。今後も期待は薄いかもしれません。 

中国国内などは豊作のようですが、コロナの影響もあって日本にあまり入ってきていません。 

Q．栽培ものの状況はどうでしょう？ 

A．しめじ、えのきだけ、しいたけなどの菌床栽培のものは、それなりに流通しています。 

Q．今年のきのこ これから食卓に並びますか？ 

A．前述のとおり、栽培ものはそこそこ出回っています。スーパーなども、鍋物コーナーなどを広げ、 

キノコを並べると思いますので、大丈夫だと思います。天然物は・・・来年に期待ですね  

 

煮物で大活躍の里芋！ 

中でも、お隣甲斐市の「やはたいも」が旬を迎えています。

9 月初めから入荷しはじめ、冬場を超えて長く楽しめます。

「やはたいも」の魅力は何といっても、ねっとり感！他の

里芋に比べ、肉質が白くてきめ細かく、粘り気が強いのが

特徴です。煮物・汁物にいかがでしょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

発行：一般社団法人 甲府市地方卸売市場協会事務局 

山梨県甲府市国母 6-5-1（青果配送センター２階） 

ＴＥＬ055（228）5787／ＦＡＸ055（228）9163／ホームページ http://kofu-shijoukyoukai.jp/shijokyo 

 

 

 

 


